
余

放
で
あ
る
が
､
額
粥
即:.武
竹

の
朋
牡

の
囲
(
附
S
.収
し

の
如
き
萌
筒

の

外
に
､
阿
脚
陀
卿
や
､
川
恥
や
拙
机
の
把
;
:(
や
舶
拍
淋

典
や
純
雑
や
枕

畔
計
や
押
収
や
珊
州奴
州
韓
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
'
微
に
入
り

細
を
穿

っ
て

ゐ
る
の
み
で
な
-
､
敗
牛
が
脚
fE｡=
で
か
い
て
あ
っ
た
り
､
紅
毛
人
沌
軸

路
税
詐
取
と

い
ふ
一
文
な
ど
が
あ
る
.

こ
れ
粥
に
常
時
の
tヨ
本

の
岡
持

航
揃
に
関
係
の
あ
る
文
鴇

で
あ

っ
て
'
之
を
純
む
こ
と
に
よ
っ
て
､
鵡

叩
亮

抄
な
ど
の
他
部
の
孝
和
も
川
氷
る
'
日
本
交
近
火
の
材
料
と
し
て

も
見

逃
す

こ
と
の
川
碑
な

い
美
本
で
あ
る
｡
叔
級
に
小
し
相
し
た
が
本

鞘
は
久
伯
父
肺
肝
加

の
長
崎
紀
附
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
(鶴
川
)

0

大

阪

地

名

群

衆

作
付
撃

二
者

公
文
批
判

･;.4
倍

託

十
岱

大
阪

の
人
で
大
山
を
盤
す
る
節

一
人
教
､
佐
古
常
は
さ
き
に
大
悦
古

剛
の
川
版
を
娼
し
､
此
ハ後

い
ス
-
～

の
著
述
も
あ
る
が
､
今
庇
は
こ
の

小
坤
十
を
川
し
た
｡
寸
ホ
サ
カ
の
他
省
凡
十
五
和
た
と
(
ば
'
イ
チ
ヲ

カ
､
"
デ
･>
､

て
ツ
シ
T,
'
セ
ン
バ
碍
潜
糊

の
地
窮
に
つ
い
て
山
水
､

川
中
'
約
非
'
地

域

等

い

か
に
も
別
櫛
に
配
収
し
て
'
多
-
の
舶
融
を

究
僻
む
-
氾
概
し
て
あ
る
､
本
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
､
大
阪

の
歴
史
地

州
を
考

(.
る
人
に
は
姓
非
非

一
綿
を
す

ゝ
め
た
い
｡
(船
山
)

0

地

歴

研

究

埜

八
の
第
十
紙

熊
本
地
凝
研
究
骨

一
嬰

1

十
Lg
朗

節

l
榊
純

の
.･L
聞
山
井
計
か
ら
迭
-
､h
れ
た
､
阿
蹄

の
｡
然
地
球
群

的
考
鋸
や
他
州
敦
背
私
見
.
軒
別
砧

珊
教
把
の
･州L=
際
な
ど
耐
白

い
研
究

も
の
が
の
つ
て
ゐ
る

､
特
桐
的
で
あ
る
だ
け
に
新
版
六
十
二
m
､
努
力

の
跡
が
ELj
え
る
｡
′y
)

軒

封

紹

介

l
IJE
〓tE)
:
〓
J'
J'
IIIこ
'
_
三
こ
_

q
≡
〓J
l

lI;≡-
一■

雑

報

_
こ
こ
l

1■_≡〓llI〓〓
l
■
〓
〓
一u

l〓】こ_■こここt
l
こl

o
日
本

第

三

回

国

勢

調

査

速

報

内
地
組
人
口
六
E
I.
四
川

七､
七
二
四
人
'
世
群
数

1
二
'
七
〇
五
'
八
九
六
と
轍
解
さ
れ
た
､

大
正
十
四
咋
以
枚
五
中
間
に
凹
､
七

1
C
t
九
〇
二
人
の
榊
加

で
七
分

九
加
の
聯
加
率
を
し
め
し
過
去
十

ケ
坤

に八
'

四
八
E
Ir
六
七

1
人
を

卿
し

1
年
平
均
人
口
村
加
韓
は

1
分
四
雌
に
あ
た
る
G

内
地
人
口
の
碑
政
は

i
叩
粁

一
･;(
九
人
に
し
て
ベ
ル
ギ
ー
は
二
四
光

人
オ
ラ
ン
ダ
二

二

人
'
イ
ギ
リ
ス
1
八
六
人
に
つ
い
で
節
四
位
に
あ

り
,
た
i･
し
:iE
櫛
に
ょ
リ
て
碑
舵
に

不
同
あ
り
､
束
双
船
は
ニ
'
五
二

二
人
に
班
L
t
大
阪
肘
は

TI
F
九
車

i<
､
そ
の
他
紳
奈
川
､
師
岡
､

愛
知
の
二
階
は
九
百
人
を
準

え
香
川
鯨
ほ
か
工

藤

は
二
甘
人
以
上
､

粂
閥
平
均

〓
ハ
九
人
よ
り
高
き
も
の
二
十
五
肘
､
駆
､
併
き
も
の
十
八

隊
也
o

今
人
｡
の
多
き
肘

煤
よ
り
之
を
表
示
す
れ
ば
'

耐 変 兵 北 大 刀ミ

関 知 心 肺阪 京
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世
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一
二
五
､

七
七
〇
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五
〇
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'

五
六
二
'
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二
1
'

四
九
六
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七
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八
六
八

七
五
八

証
九
九

】
四
六

四
四
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三
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ニ
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ニ
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二
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〇
八
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五
三
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一
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六
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六
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三
四
二

〇
五
〇

三
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'
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､
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〇
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〇
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岩
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二
三
'
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九
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五

三

山
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二
九

一

四
五
五

六
六

一

〇
〇
六

〇
八
四

五
六
八

1
五
三

九
誠
七

五
肘
〇

九
六
二
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1
二
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八

三
〇
二

二
七
四

九
七
五
､
七
五

一

九
四
五
､
七
五
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八
七
九
'
八

1
四

八
三
〇
'
七
三
四

七
七

八'
九
六
三

七
六
〇
､
四
五
〇

七
五
六
､
八
三
七

七
三
九
'
四
七
三

七
三
二
､
八

l
八

七

一
八
､

1
五
七

七

一
五
'
五
三
七

大
九

l
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六
三

l

六
九

二

四
五
二

六
三
二

〇
三
七

六

l
八
､

l
四

1

五
九
六
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二
二
二

五
七
七
､
五
〇
八

こ
の
表
を
見
て
附
白

い
こ
と
は
北
郷
故
と
人
日
数
と
が
1
敦
し
な
い

こ
と
で
t
.大
林
肘

の
あ
る
櫛
瞳
は
世
坪
数
も
多
-
人
目
も
多

い
が
､
11.La

問
'
郡
鵬
'
宮
城
､
栃
空

山が
手
､
帝
政
呼
は
そ
の
隣
の
滋
梨
の
併
よ

-
も
壮
神
教
が
代
-
て
絶
伴
人
目
が
多

い
O
同

峰

に
こ
れ
ら
火
北
地
方

の
み
で
な
-
'
施
JLI加
島
9･寓
岬
の
ご
と
き
九
州
の
南
の

地
方
も
非
命
共

沸
裂

の
肺
よ
り
も
世
相
故
が
代
-
て
人
目
が
多

い
､

こ
の
餌
は
岬
に
上
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鵬
渦
な
地
相
的
如
帖
に
山
み

伽す
べ
き
も
れ
で
な
-
て
､

択
川
に
ょ
る
も
の
で
あ
ら
う
と

考(
る
｡

つ
ぎ
に
六
大
都
祁

の
耽
抑
及
人
日
数
を
か
ゝ

げ
る
｡
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坪
数

人

口

刀

大

阪

露
1.0
三

二
.四
警
'宗
ル

tptil]...1､八
宍

別

京

空
凹'
雲

0

ニ
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台
､要
九

二
三
七
､忠
七

銘

音
躍

1ル
O
p忘
れ
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誓
二

川
去
､0
宗

榊

戸

1g
八三
二心

宍
七
遥
柴

田
宗
.三
慧

人
文
上
の

女

1､
蒜
八
㌧空
三

九
望
'七
宝

謁
U
t天
六

宍
1.)車

求

都

一望
'宅
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七山
ハ弧
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義

ハ'望
大

京
八
'四
二
ハ

構

由

表

'空

ル
一

望
〇
''
義

三

三
tE
O七

二
米
式

九

(
昭
和
末

叫

十
月
1

日
現
和
'
十

二
月
八
日
迩
軸
)

o
兵
庫
原
詩
粟
郡
三
方
相
の
葉

班
が
叔
虹
米
讐

愉
川
さ

れ
て
好
評
で
あ
る
の
み
で
な
-
､
支
那
光
や
朝
鮮
雑
が
輸
入
さ
れ
る
静

に
見
て
兵
俳
牌

の
三
方
で
は
今
政
令
11
に
丹
放
火
五
十
本
づ
ゝ
を
叔
辞

の
咋
地
に
的
付
け
十
ケ
昨
夜
に
七
打
石
以
上
の
北
緯
を
期
し
て

ゐ
る
'

三
本
を

7,
坪

の
割
合

で
舟
戸
:<
淑
辞
づ
ゝ
を
仝
村
五
百
戸
に
わ
か
も
二

十
託
町
渉
の
架
杯
に
二
鵬
五
千
本
を
什
放

て
､
五
ケ
年
後
か
ら
･TE
を
探

放
し
､
十
舛
H
に
は
.i
･均

1
本
三
升

の
光
が
と
れ
る
､

一
升
五
十
錦
と

内
輪
に
見
締
っ
て
.i
P
.*
均

.i
L.{
北
斗
'
七
十
五
脚
の
収
入
と
す
る
､

教
材
七
甘
誠
十
王

三
鵜
七
千
五
官
榊
の
収
入
を
相
や
う
と

い
ふ
の
で

あ
る
,

こ
れ
は
捌
･:･<
ど
は
り
に
う
れ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
ぬ
が
'
位

相

の
参
考
と
=
仙
つ
て
こ
れ
む
し
る
す
､
升
淡
で
は
比
に
光
琳
で
二
三
甘

附t

の
牧
人
を
あ
げ
て
お
る
･;i
は
故
が
多

い
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か

o
鞄
衛
の
タ
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方
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し
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伐
開
四
五
坤
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公
司
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司
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資
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g
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司
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伽
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伸
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兄
餓
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挫
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七
'
八
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ケ
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官
僚
軍
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な
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収
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司
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蜘
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潜
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叫
に
は

一
班
沈
滞
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